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In recent years， the importance of vehicle information and the refuge 
information for sudden natural disaster such as an earthquake or the 
unexpected rain increases very much. 
So you should provide the vehicle information quickly and intelligibly ， 
and it is important to provide how and what the vehicle information you 
supply. 
Therefore, I think it is a matter of great urgency to study about the 
collection and the offer of the vehicle information at the time of a sudden 
natural disaster. 
 I analyze the need of the vehicle information in sudden natural disaster, 
and this study compares the flow of the real car for it. 
Furthermore, I study the possibility of the offer of the road traffic 
prediction information at the time of the disaster and I suggest the vehicle 
information to prevent the traffic jams just after the disaster. 
 
（論文要旨） 
 
１．はじめに 
２０１１年に発生した東日本大震災の際のように、地震に対する道路交通情
報や避難情報の重要性は非常に高まっている。そしてそれは、地震だけでなく、
集中豪雨や豪雪のような、いわゆる、「ゲリラ豪雨」、「ゲリラ豪雪」のような地
震と同じような、近年多発している突発的な自然災害に対する避難情報、道路
交通情報の緊急必要性も非常に高まっている。 
したがってそのようなニーズに対応するためには、できるだけ素早くどのよ
うな道路交通情報をどのように住民にわかりやすく提供するのかが大変重要と
言える。 
 一方でこのような突発的な災害時に対する詳細な研究は見受けられず、実際
の被災した住民の情報の取得方法とニーズはどうであったのか、車の流れが通
常時と災害時でどのように変化しまた違いはあったのかの分析や、災害時の情
報収集及び提供までの、特に行政間のプロセス等を探求した研究もあまりみら
れない。 
したがってこれらの内容を調査・分析し、災害時、特に突発的な自然災害時
の道路交通情報の収集及び提供に関する研究を行うことが非常に急務であると
思われる。本研究は、突発的な自然災害における道路交通情報の必要性等を分
析し、それに対する実際の自動車の流れを比較するものである。 
 さらに災害時の道路交通予測情報の提供の可能性についても研究し、災害直
後の渋滞等を未然に防ぐ情報提供等の提案を行っていくことを目的とする。 
 
２．実際の災害時の道路交通情報取得方法と道路交通情報の重要性の検証 
 まず、実際の災害時の道路交通情報取得方法と道路交通情報の重要性の検証
については、２００７年３月に発生した能登半島地震において実施した住民ア
ンケート調査を元に、通常時と比較して災害発生時の道路交通情報の取得方法、
重要性などを検証することを目的として、実際に住民がとった災害時の迂回路
やその所要時間、住民の道路交通情報の満足度などを様々な視点から分析を行
っている。 
 その中で、地震発生時の能登半島の主幹線道路である能登有料道路の通行止
めによる影響は非常に大きく、平均遅れ時間は３０分程度であったが、最大で
は３時間遅れたケースがあった。また、その遅れ具合も地震直後ほどバラつき
が大きい結果となっている。 
情報の種類については、地震情報と道路交通情報が必要していると回答して
いる住民が一番多いという結果であった。 
また住民は、テレビ、ラジオ、新聞から情報を得ているケースが多いが、内
容や緊急性に応じて情報媒体を使い分けており、道路交通情報はラジオ、イン
ターネット等の即時性のある媒体から入手している場合が多いこともわかった。 
そして、道路交通情報が早急にほしい住民ほど、今回の情報提供結果（特に
渋滞情報）に不満を持っており、理解しにくかったと感じている住民が多かっ
た。 
つまり、道路交通情報の提供が、地震情報と同様に交通情報が重要であるこ
とがあらためて確認されたが、震災直後の交通が混乱している状況こそ経路間
のバラつきは大きく、その原因として交通規制情報の他に渋滞情報の提供の不
足が考えられる。 
よって今後、このような災害時における道路交通情報の提供方策の一つとし
て、通行止め等の規制情報とともに、交通渋滞や所要時間情報をラジオなどの
即時性のある情報媒体を活用して、的確に提供することが有効であると思われ
る。 
 
３．災害発生直後の道路交通の経時的な変化 
 災害時と通常時の実際の自動車の流れについては、同様に能登半島地震直後
において実施されたプローブカーによる情報収集を活用し、その比較結果の分
析を試みた。 
その結果、能登有料道路が通行止めとなった地震発生直後は、通常時と比較
して、経路によって交通渋滞の状況に大きな違いがみられ、また能登半島の東
側のルートを多く通行する傾向にあったが、日数の経過とともに解消されてい
る。 
またその東側のルートについて、地震発生後４日目は特に日中に旅行速度に
ばらつきが見られ、局部的に低速となっているが、それに対して西側のルート
については、さほどばらつきがなく安定している結果となった。 
そして日数が経過するとともに、ばらつき、いわゆる分散が小さくなり、ほ
ぼ通常時の旅行速度に収束していっている 
 したがって、迂回ルートの選択如何が、災害直後においては非常に所要時間
に影響を与え、ついてはその情報を提供することを検討すべきと考えられる。 
 
４．災害発生時の情報連絡体制の検証 
災害時の情報連絡体制の検証については、地震よりも、ある程度定期的に観
測収集しやすい、石川県七尾市に発生したゲリラ豪雪時の行政間の連絡体制に
おいて検証を行っている。 
具体的には、平成２０年度のゲリラ豪雪時には七尾市管内において、除雪の
遅れによる緊急車両の大幅な遅れや、幹線道路の渋滞、さらには集落の孤立な
ど、多大な被害が生じたため、その災害発生直後に連絡体制等の改善を素早く
行っている。 
大きな改善点としては、①地域防雪連携本部設置と連絡員派遣による連携体
制の構築、②雪みちネットワーク路線指定による優先的復旧（除雪）等を行っ
ている。 
その結果、行政の情報覚知～行動までの連絡体制については、平成２０年度
ゲリラ豪雪での教訓により見直された除雪体制が非常にうまく機能しているこ
とが検証され、被害についても大幅な軽減が図られている。 
特に地域防雪連携体制については、積雪のピークとなる 2日前には既に設置
され、情報の共有化が早い段階から図られている。 
情報共有の強化においても、早期から指示が出ているため、積雪がピークに
なる前に行われているために、除雪が困難になる圧雪の除去がスムーズに行わ
れたのではないかと思われる。 
 このような結果により、災害時の連絡体制についても検証する必要はあると
考えられ、特に災害発生直後の日が浅い時点で見直すことが非常に効果的であ
ることがわかった。 
したがって、道路交通情報の収集及び連絡体制の見直しという内部体制の見
直しについても非常に有効であり、その改善によりできるだけ迅速に道路交通
情報を提供することが可能であるということがわかった。 
 
４．災害発生時の交通シミュレーションと渋滞路線迂回路情報提供の試み 
そこで、さらに情報提供の可能性をもう一歩深めるため、災害発生時の交通
シミュレーションを行い、想定での渋滞路線、迂回路情報提供を試みることを
行った。参考とするデータについては、能登半島地震で得られたものを元に、
所要時間や迂回路などの予測情報のシミュレーションを行い、その適用性を検
証した。 
その結果、能登半島のような選択ルートがある程度シンプルな場合ではある
が、所要時間を目的変数、各道路センサス区間の旅行速度等を説明変数とした
重回帰式による所要（旅行）時間の推計は可能であることがわかった。 
よって、道路の回復状況（通行止め解除）にあわせて、渋滞予測などの情報
提供を行えば、交通渋滞の発生を抑制できた可能性があると考えられる。 
また、簡単な交通量推計でも今回の地震時と同様東側ルートに交通が集中す
る結果となり、仮に西側ルートに誘導できれば、交通渋滞を緩和できたのでは
ないかと推測される。 
 
５．おわりに 
以上により、突発的な災害時のおける道路交通情報の重要性は極めて高く、
その中でも交通規制情報の他に渋滞情報及び迂回路情報の提供の必要性がある
ことがわかった。 
また渋滞情報や迂回路情報を収集するための方法については、各路線毎の遅
れやその到着時間、旅行速度やその分散など、詳細のデータを得るためには、
プローブカーによる方法が有効であることもわかった。 
そしてその得られた情報を共有し、関係機関に迅速に提供することにおいて
も、災害直後にその内部連携体制を見直すことによっても大幅な改善が得られ
ることもわかった。 
さらには、渋滞予測や迂回路予測についても提供できる可能性はあり、今後
その検討も行う必要があることがわかった。 
以上のように、突発的な災害時における対策として、道路情報提供における
重要性や様々なメリット、及び今後の可能性について分析を行うことができた。  
また今後の課題として、一般自動車のプローブカーデータを活用すると、デ
ータが膨大となること、また確実に安心して通れる道路を通行しているか否か
の真偽性が疑わしいことなどから、その活用には十分留意が必要であり、例え
ば国・県・市の各道路管理者が所有しているパトロールカーにＧＰＳを取り付
け、行政が道路状況を判断しながらプローブカーデータを処理することが望ま
しいと考えられる。 
 
（以上） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考）英文和訳 
近年、地震や集中豪雨などの突発的な自然災害に対する道路交通情報や避難
情報の重要性は非常に高まっている。 
したがってそのようなニーズに対応するためには、できるだけ素早くどのよ
うな道路交通情報をどのように住民にわかりやすく提供するのかが大変重要で
ある。 
 そのため、災害時、特に突発的な自然災害時の道路交通情報の収集及び提供
に関する研究を行うことが非常に急務であると思われる。 
本研究は、突発的な自然災害における道路交通情報の必要性等を分析し、そ
れに対する実際の自動車の流れを比較するものである。 
 さらに災害時の道路交通予測情報の提供の可能性についても研究し、災害直
後の渋滞等を未然に防ぐ情報提供等の提案を行っていくことを目的とする。 
 
 
 

